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比企広域市町村圏組合議会
（令和5年２月10日）

消防指令業務の共同運用

小川地区衛生組合議会
（令和5年2月20日）

可燃ごみ処理に関する
基礎調査　令和５年度一般会計及び各特別会計の総額は39億

8,500万円（小川町の負担額は４億9,800万円）。令

和6年度からの消防指令業務の共同運用※に向けてシ

ステムの整備等が図られます。複数の消防本部が協力

し、指令業務を行うことで「災害時の相互応援」や「業

務の効率化」及び「更新・維持管理の費用削減」が

期待できます。

※埼玉西部消防局、坂戸・鶴ヶ島消防組合、西入間広域消防組合

 令和５年度一般会計の当初予算は15億

8,600万円（小川町の負担額は約4億5,700

万円）。令和4年度から10年契約で始まった

可燃ごみ処理の民間委託ですが、現況把握と

課題などを整理し、委託期間終了後の「処理

方法」や「処理場（中爪地内）の解体及び跡

地利用」について、「基本方針」を定めるた

めの調査に早速、着手します。

消防・救急・斎場の管理運営・介護・障害審査会・公平委員会 ごみ処理・し尿処理
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引き続きオンラインを活用

します！
（M・Kさん　30代）

よく食べて、よく寝ます。

（M・Mさん　30代）
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森
林
環
境
譲
与
税
を
使
っ
た
森
林

管
理
計
画
の
進
捗
と
今
後
の
人
材
育
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に
つ
い
て
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15
年
間
を
目
安

に
１
２
６
０
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ク
タ
ー
ル
を
意
向
調
査

し
ま
す
が
、
３
年
間
で
４
９
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
終
了
し
て
い
ま
す
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そ
の
中
で
は
、
７

割
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え
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森
林
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か
ら
﹁
山
の

管
理
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﹂
と
の
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向
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り
ま
し
た
。
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林
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テ
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理

に
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け
た
準
備
を
進
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て
い
ま
す
。
ま

た
人
材
育
成
は
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後
の
計
画
に
お
い

て
重
要
で
す
の
で
、
計
画
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
特
に
、
全
国
で
も
育
成
が
進

む
小
規
模
自
伐
型
林
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
か
ら
小
規
模
林
業
体
支
援
補
助

金
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｑ
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財
源
に
つ
い
て

は
ど
れ
も
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
土
地
や
実
施
後
の
管
理
に
つ
い
て

は
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
研
究

し
て
い
き
ま
す
。
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暮
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の
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２
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号
︶
で
首
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第

３
位
。
注
目
を
浴
び
て
い
る
当
町
だ
が
、

全
国
の
小
川
町
フ
ァ
ン
の
需
要
に
応
え

る
べ
く
、
今
一
度
尽
力
す
べ
き
時
で
あ

る
。
住
み
た
い
と
い
う
需
要
に
対
し
、

物
件
の
数
が
足
り
て
い
な
い
と
い
う
声

を
聞
く
が
。
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住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
相
談
対
応
等
が
増

え
て
い
て
、
物
件
の
洗
い
出
し
に
時
間

が
か
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
対
応
を
図
り
ま
す
。
物
件

の
確
保
は
、
す
ぐ
に
は
解
決
で
き
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。
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﹁
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携
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
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た
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な
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よ
う
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。
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激
な
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
期
限
を
区
切
り

一
定
の
公
費
支
援
を
継
続
し
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
は
法
に
基
づ
き
実
施
し
、
必
要

な
接
種
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自
己
負
担
な
く
実
施
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史
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Ｑ
飯
田
の
炭
鉱
は
明
治
７
年
採
炭
が

始
ま
り
、
非
常
に
古
い
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。
町
経
済
と
町
民
生
活
を
支
え
た

産
業
遺
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と
し
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顕
彰
す
べ
き
と
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え
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が
。

Ａ
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習
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炭
鉱
は
戦
後
ま

で
稼
動
し
た
跡
地
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
落
盤
事
故
の
発
生
や
、

そ
の
後
の
住
宅
地
等
の
開
発
に
よ
り
、

当
時
の
建
造
物
等
の
遺
構
が
現
存
し
て

い
な
い
た
め
保
存
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

一部事務組合議会から報告
一部の行政サービスを複数の市町村が共同で行うための団体が一部事務組合です。
構成市町村の議会から議員を選出しています。

プロジェクトのための資金を調達できない個人・団体が、インターネッ
ト上で企画内容と必要な金額を提示し、広く支援を呼びかける手法。


